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	省力化投資
	補助金
	(カタログ注文型）
	補助対象製品（パッケージ）

	JACK1000
	補助上限額
	最大1195万円

	比較的簡易で即効性のある省力化投資

	中小企業の売上拡大や生産性向上を後押し
	中小企業省力化補助金とは
	人手不足解消を目的に、ロボットやIoTなどの省力化設備の導入費用を国が補助する制度です。  中小企業の業務効率化や生産性向上、売上拡大を支援し賃上げにつなげることを目的としています。

	補助対象となる企業様
	・補助対象として本カタログに掲載されている製品を導入すること
	・掲載製品の販売事業者から購入し、共同で補助事業を実施すること
	・人手不足の状態にあることが確認できること 下記①～③のいずれかに該当する必要有
	　①月平均残業30時間以上  　②従業員数が前年比5％以上減少  　③求人を出しても充足しない
	・全ての従業員（パート含）の賃金が地域別最低賃金を超えていること
	・中小企業者であること
	・登録された価格以外の経費を組み込んだ事業計画書を作成すること
	申請から事業完了までの流れ
	注意事項
	登録されていないオプションは補助対象に含まれません。
	登録されたオプションの数量変更や構成変更はできません。 カタログに登録されたオプションはすべて登録数量分購入が必要です。
	製品明細にないものを補助対象として購入したことが発覚した場合は 補助金が交付されません。
	過去に「ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金」の 交付決定を受け、それから10か月を経過していない企業様は 対象外になります。
	過去3年間に2回以上、上記「生産性向上促進補助金」の 交付決定を受けている企業様は対象外になります。
	既に所有する製品の置き換えは対象外になります。




